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第二章では、クロカピA々pergillus niger 由来 PME のタバコ培養細胞内過剰発現が、ベクチンのメチル化度を減少
させ、細胞あたりのメタノール生産能を増大させることを明らかにしている。
第三章では、 A. niger 由来 PME をタバコ植物体内で過剰発現させることにより、植物体が細胞伸長異常と媛性の
表現型を示すことを明らかにしている。また、 PME 過剰発現株において細胞壁酵素 endo・ 1 ，4・ 0 ・glucanase 、
endoxyloglucan transferase 、 cellulose synthase および expansin の遺伝子発現量が減少することを明らかにしてい
る。
総括では、本研究で得られた結果をまとめて述べている。
論文審査の結果の要旨
本論文は、植物細胞壁ペクチンのメチル化度の減少が細胞壁構造や形態形成に与える影響を調べることを目的とし、
糸状菌由来外来ペクチンメチルエステラーゼを植物内発現させた研究をまとめたものであり、主な成果は以下の通り
である。
(1)電気学的手法を用いることにより、複雑な前処理を施さずに調製した植物粗抽出液中のメタノール量を簡便かっ
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高精度に定量できることを示している。
(2)A弓pergillus niger 由来ベクチンメチルエステラーゼの植物培養細胞内過剰発現が細胞あたりのメタノール生産
量を増大させることを明らかにしている。
(3)A々pergillus niger 由来ベクチンメチルエステラーゼの植物内過剰発現が細胞壁ベクチンのメチル化度を減少さ
せることを明らかにしている。
(4)A々pe増illusniger 由来ベクチンメチルエステラーゼ発現植物が、細胞伸長異常を示し、媛化することを明らかに
している。
(5)細胞壁ペクチンのメチル化度の減少が細胞壁酵素遺伝子の発現量を減少させることを明らかにしている。
以上のように、本論文はベクチンのメチル化度の減少が植物の細胞壁構造や形態形成に与える影響に関して重要な
知見を与えており、これらの成果は細胞壁構造の構築プロセスや細胞壁代謝を解明するための重要な知見を提供する
ものであり、今後の植物工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認め
る。
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